
　

関
西
学
院
の
正
門
を
く
ぐ
っ
た
と
た
ん
、何
と
も
言
え
な
い
懐
か

し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。青
々
と
し
た
芝
生
の

向
こ
う
に
す
っ
く
と
そ
び
え
立
つ
時
計
台
、そ
の
後
ろ
に
は
柔
ら
か

い
丸
み
を
帯
び
た
お
椀
型
の
甲
山
。確
か
に
私
た
ち
が
そ
の
青
春

時
代
を
過
ご
し
た
関
学
の
あ
の
思
い
出
の
風
景
が
そ
の
ま
ま
に
、

私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、校
舎
だ
け
で
な
く
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ま
で
包
括
し
て
デ

ザ
イ
ン
し
た
、設
計
者
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
祈
り
の
空
間
が
今
な
お
生
き

続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

正
門
か
ら
甲
山
に
向
か
っ
て
１
本
の
主
軸
線
を
引
き
、主
軸
線

上
に
、芝
生
広
場
、時
計
台
図
書
館
を
置
き
、左
右
に
配
置
し
た
校

舎
は
ス
パニッ
シ
ュ・ミ
ッ
シ
ョ
ン・ス
タ
イ
ル
で
統一し
、キ
リ
ス
ト
教
精

神
を
、こ
の
空
間
全
体
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
い
つ
も
、同
じ
優
し
く
懐
か
し
い
風
景
が
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

て
い
る
、上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る
私
た
ち
に
は
そ
ん
な
安
心

感
が
あ
る
。だ
が
、こ
の
美
し
い
景
観
や
隅
々
ま
で
整
っ
た
環
境
は
、

当
た
り
前
に
そ
の
姿
を
保
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。実
に
細
心
に
整

備
さ
れ
、保
存
さ
れ
、手
を
加
え
ら
れ
て
、今
の
そ
の
姿
が
あ
る
。

　

変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、変
わ
っ
て
き
た
も
の
に
も
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
め
ざ
し
た
原
型
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
造
り
変
え
ら
れ
て
き
た
。

今
も
残
る
当
時
の
建
物
た
ち
、少
し
ず
つ
建
て
替
え
ら
れ
て
き
た

建
物
た
ち
を
訪
ね
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
め
ざ
し
た
も
の
、関
学
の
建
学

の
精
神
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

「関西学院が守り育ててきたもの」
から見るキャンパスの歩み

設
計
者

の
め
ざ
し
た
も
の

ォーリ
ズ

ヴ



巻頭特集 設計者ヴォーリズの目指したもの

　「関西学院」と「日本設計」とがこれまでの上ケ
原キャンパス整備において、「伝統的キャンパスの
発展的整備　関西学院・西宮上ケ原キャンパスのト
ータル・デザイン」として２０１７年度の栄えある日
本建築学会賞（業績）の部を受賞した。

　関西学院と日本設計との40年にわたる協働によ
って、スパニッシュ・ミッション・スタイルで統一され
た清明なキャンパスは、学院のアイデンティティを
表出しており、先進性と様式性を矛盾なく両立融和
させているところが最大の特徴であると評された
ことが受賞理由。

　業績の部では、これまでに東京理科大の「大学と
まちとの協働によるまちづくり」、名古屋大学の「キ
ャンパスマネジメントによる創造的再生」、JR東日
本の「東京駅丸の内駅舎保存・復原」などが受賞し
ているもので、２０１７年度は埼玉県入間市の「ジョ
ンソンタウン」や大阪市の「生きた建築ミュージア
ム事業」などが同時に受賞している。

3つの柱

上ケ原キャンパス整備が
日本建築学会賞（業績）受賞

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
め
ざ
し
た
も
の

　

関
西
学
院
は
、１
８
８
９（
明
治
22
）年
、

南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
の
宣
教
師
、Ｗ
・

Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
に
よ
っ
て
、神
戸
・
原
田
の
地

に
開
校
。キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
男
子
教
育
を

め
ざ
し
、生
徒
19
人
で
ス
タ
ー
ト
。小
さ
な
学

園
の
原
田
の
森
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、徐
々
に
規

模
を
拡
大
し
な
が
ら
、高
等
学
部
開
設
を
は

た
し
、本
格
的
キ
ャ
ン
パ
ス
拡
充
を
行
っ
た
。

１
９
１
０
年
神
学
館
・
中
央
講
堂
等
主
な
校

舎
の
設
計
を
し
た
の
が
、Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
で
あ
っ
た
。　　
　

　

１
９
１
８
年
、当
時
の
文
部
省
は
私
学
の

大
学
開
設
を
認
め
た
。こ
れ
を
受
け
て
関
西

学
院
も
大
学
昇
格
を
め
ざ
し
、十
分
な
広
さ

を
求
め
て
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
に
原
田
の

森
か
ら
７
万
余
坪
の
西
宮
上
ケ
原
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
移
転
し
た
。こ
の
移
転
は
、阪
急
電
鉄

の
小
林
一
三
氏
の
尽
力
や
上
ケ
原
の
旧
地
主

の
方
々
の
厚
意
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
、大

学
昇
格
の
条
件
が
整
っ
た
。

　

１
９
２
９
年
２
月
に
移
転
作
業
開
始
、

５
月
よ
り
新
校
舎
に
お
け
る
新
学
期
の
授

業
開
始
。開
放
的
な
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

を
、ベ
ー
ツ
第
４
代
院
長
が
“We have no 

fences.

”と
評
し
た
と
い
う
。そ
れ
は
、大
学

と
社
会
、国
境
と
い
う
垣
根
を
意
識
し
な
い

新
し
い
社
会
、人
間
を
創
造
す
る
気
概
を
意

味
し
て
い
た
。そ
し
て
、親
交
の
あ
っ
た
建
築

家
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
起
用
し
、甲
山
ま
で
を
含

む
壮
大
な
ラ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン
に

よ
り
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
そ
の
基
調
に
置

く
関
西
学
院
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
作
り
上

げ
た
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、中
央
に
配
置
さ
れ
た
芝

生
と
、甲
山
、正
門
を
貫
く
軸
線
を
基
本
と

し
、そ
の
軸
線
を
中
心
に
校
舎
を
配
置
し

た
。校
舎
は
す
べ
て
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
で
統
一
し
、校
舎
、学
生
寮
、

教
員
住
宅
な
ど
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
配
置
す

る
全
体
設
計
を
作
り
上
げ
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
。

　

こ
の
中
央
芝
生
の
中
心
を
貫
く
軸
線
は
、

甲
山
頂
点
を
起
点
と
し
て
時
計
台
か
ら
中

央
芝
生
へ
、そ
し
て
正
門
。さ
ら
に
は
甲
東
園

に
向
か
っ
て
一
直
線
に
伸
び
て
い
る
。そ
の
結

果
、公
道
を
真
っ
直
ぐ
に
進
み
、正
門
を
は
い

る
と
す
ぐ
、中
央
芝
生
が
ひ
ら
け
、甲
山
を

背
に
し
た
時
計
台
が
迎
え
て
く
れ
る
。こ
の

光
景
こ
そ
聖
句「
わ
れ
山
に
向
か
い
て
目
を

あ
ぐ
」（
詩
篇
第
１
２
１
篇
１
節 

文
語
訳
）そ

の
も
の
を
体
感
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

さ
ら
に
、そ
の
軸
線
を
は
さ
ん
で
、時
計
台

に
向
か
っ
て
右
手
に
宗
教
館
、神
学
部
、文
学

部
と
学
院
の
理
念
形
成
に
関
わ
る
組
織
の

校
舎
を
、左
手
に
総
務
館
、中
央
講
堂
、商
経

学
部
と
社
会
的
関
心
に
繋
が
る
建
物
を
配

し
、そ
れ
ら
す
べ
て
が
図
書
館
に
統
合
さ
れ
、

さ
ら
に
甲
山
を
経
て
神
の
道
に
導
か
れ
る
。

　

ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
総
合
大
学
の
理

念
の
実
現
を
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
め
ざ
し
、心
血

を
注
い
だ
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
に
よ

っ
て
、成
功
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。



■今も残る、当時の建物　
　１９２９年に竣工となった中央芝生の周りに配置された建物は、スペ
イン屋根瓦、五寸勾配の切妻屋根に、軒屋根部の低い壁（パラペット）
は軒瓦葺、白い化粧しっくい（スタッコ）仕上げの外壁と共通しており、
その軒の高さも２５尺から３０尺に統一されている。窓、出入り口の配置
も同様のスパニッシュデザイン構成になっている。また階段部には、人
造石、大理石が使われ、内部建具、枠は概ね木製であった。個々の建物
には、固有のデザインが採用されている。（竹中工務店によって施工さ
れた。）

時計台　
　関学のシンボルともいうべき時計台は、スパニッシュ・ミッション・スタイルの装飾性を密度
高く活用し時計台の上に、アラベスク模様のドームのある鐘塔を持つ。当初は経費の問題で
機械を備えられず、４年後に念願の時計が設置された。
　旧図書館は、竹中藤右衛門氏の寄付により建てられ、建坪３３０坪、２万3千冊の蔵書を有
していた。
　１９５５年、増大する図書館サービスに応えるように、両翼増築部分が付け加えられ、さら
にその背後に新館も建てられた。
　１９９７年に新大学図書館が建てられたのを期に、この建物は、図書館としての機能を終
え、現在大学博物館として活用されている。 文学部校舎　

　法文学部校舎として建てられた。
　一部地下1階を持つ2階建てで、延べ床面積は
６０４坪、教室、教授研究室、事務室などを備えて
いる。将来的には中庭を持つ囲い形の校舎が予
定されていたようだが、実現しなかったようだ。校
舎内のチャペルの室内装飾には、スパニッシュス
タイルによるデザインに加えて、ヴォーリズの独
自の洋風意匠が導入されている。玄関の上部２階
部分には３枚の縦長窓があり、その両脇には、壺
が飾られている。
　内部の、事務室・教授研究室などの配置や印象
は、当時とそんなに変わっていないのではないだ
ろうか。

中央講堂　
　鉄骨木造及びコンクリート造り、一部地階、中２階を有する１階建て、延べ床面
積２７７坪。終戦後、19６１年に改装が施され、１階部分の拡張、２階ギャラリー、
組合事務所がおかれた。チャペルや講演会、大学院卒業式など年間を通じて利
用されてきた。皆に愛されてきたこの講堂も、８０年の歳月が経ち老朽化、設備の
不備のため、１２５周年記念行事の一つとして新講堂建設が決まり、２０１３年２月
「中央講堂感謝のつどい」を開催して、解体された。

神学部校舎　
　中央講堂の向かい側に位置し、屋根の中央部はやや高
くデザインされ、その屋根の中央に可愛い丸い八角の塔
を持つ。エントランスの両側には、円柱がデザインされて
いる。鉄筋コンクリート作り３０２坪、２階建て。教員室、教
室、チャペル、宗教参考品室を備えている。

経済学部校舎　
　高等商業学部校舎として建てられた。
　一部地下1階を持つ2階建てで、延べ床面
積７６８坪。礼拝堂、教室、教授研究室、事務
室を備えている。正面ファサードの上部には
２連のアーチ型窓があり、両翼に柱飾りがあ
る。（その装飾部分は、歴史の長さを物語る
ように黒ずんでいるが、色々手を施しても元
には戻らないそうだ。）

上ケ原移転時の校舎群



巻頭特集 設計者ヴォーリズの目指したもの

1997年２月、時計台の背後に竣工した新図書
館。明るく開放的なわが国有数の大学図書館とし
て知られる。座席数は1700を超える。

創立125周年記念事業のひとつとして建て替えられた中央講
堂。正面の意匠を残している。
東側部分（正門側）の1階には生協店舗を収容するほか、地階は
学生同士の交流の拠点、主体的な学びの場とするラーニングコモ
ンズとなっている。

新
大
学
図
書
館

　

旧
図
書
館
は
増
築
部

分
が
屋
根
の
片
側
に
は

み
出
す
よ
う
な
形
に
な

っ
て
お
り
、時
計
台
の
シ

ン
メ
ト
リ
ー
を
損
な
っ
て

い
た
。１
５
０
万
冊
規
模

の
新
図
書
館
を
建
て
る

運
び
と
な
っ
た
時
に
、建

物
の
高
さ
を
15
メ
ー
ト

ル
に
設
定
し
て
、必
要
容

積
を
下
方
へ
収
め
、地
下

に
な
る
閲
覧
室
は
、オ
ー

プ
ン
地
下
道（
サ
ン
ク
ン

ガ
ー
デ
ン
）で
外
部
に
開

き
、明
る
さ
開
放
感
を
確

保
し
た
。屋
根
は
ス
パ
ニ

ッ
シ
ュ
瓦
屋
根
を
採
用

し
て
、時
計
台
が
く
っ
き

り
と
際
立
つ
、元
の
シ
ン

メ
ト
リ
ー
景
観
に
修
復

し
た
。

　

こ
の
新
大
学
図
書
館

は
、第
15
回
日
本
図
書

館
協
会
建
築
賞
を
受
賞

し
た
。卒
業
生
も
図
書
カ

ー
ド
を
登
録
し
さ
え
す

れ
ば
、誰
で
も
利
用
で
き

る
。是
非
、一
度
覗
い
て

利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

中
央
講
堂
か
ら 

新
中
央
講
堂
へ

　

１
２
５
周
年
事
業
の
一
環
と

し
て
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、新

し
い
中
央
講
堂
の
正
面
デ
ザ
イ

ン
は
旧
講
堂
の
も
の
を
再
現
し

て
い
る
。内
部
は
、１
２
０
０
人

を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を
持

ち
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
輸
入

し
た
三
日
月
の
デ
ザ
イ
ン
の
入

っ
た
リ
ー
ガ
社
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
や
同
時
通
訳
の
ブ
ー
ス
を

備
え
、国
際
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
、式
典
、音
楽
会
、礼
拝
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
る
。２
０
１
５

年
９
月
８
日
の
記
念
式
典
で

多
く
の
同
窓
生
に
も
披
露
さ
れ

た
。

　

旧
講
堂
の
木
の
ベ
ン
チ
は
、コ

ー
ス
タ
ー
や
ペ
ン
ト
レ
イ
等
の

関
学
グ
ッ
ズ
と
し
て
リ
ユ
ー
ス

さ
れ
た
。東
出
入
り
口
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、千
刈
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
チ
ャ
ペ
ル
で

使
わ
れ
て
い
た
、美
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
は
め

込
ま
れ
て
い
る
。又
、同
窓
生
の

１
２
５
周
年
記
念
事
業
募
金
へ

の
協
力
を
感
謝
し
て
、ホ
ー
ル

の
座
席
の
背
面
や
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
銘
板
コ
ー
ナ
ー
に
は
協
力

者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

変わりながらも受け継がれて来たもの 上ケ原
キャンパス



1960年に設置された社会学部の校舎（右）は、約
50年を経てスパニッシュ・ミッション・スタイルの新
校舎（左）に建て替えられた。旧校舎ではチャペル
室が大教室と兼用であったが、新校舎では木彫り
仕上げ内装の落ち着いた雰囲気のチャペル専用室
が設けられている。

　

こ
の
特
集
に
あ
た
り
改
め
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
や

建
物
を
見
直
し
て
み
た
。ど
こ
に
一
番
キ
リ
ス
ト

教
精
神
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。キ

ャ
ン
パ
ス
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
入
学
を
決
意
し

た
私
に
と
っ
て
、実
の
所
、キ
リ
ス
ト
教
精
神
は
少

し
、い
や
、か
な
り
縁
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
。そ
ん

な
私
で
も
、正
門
に
立
っ
て
時
計
台
越
し
に
甲
山

を
見
上
げ
る
と
、敬
虔
な
思
い
に
打
た
れ
、暖
か
い

も
の
と
未
来
へ
向
か
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き

上
が
っ
て
く
る
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
、や
っ
ぱ
り
あ

ん
た
は
偉
い
！
と
思
う
。

　

私
が
関
学
か
ら
頂
い
た
大
切
な
も
の
、真
っ
直

ぐ
に
見
上
げ
る
こ
と
、下
や
横
を
見
る
の
で
は
な

く
、い
つ
の
時
も
少
し
上
を
向
い
て
前
へ
歩
い
て

行
く
こ
と
。こ
れ
が
あ
る
か
ら
、こ
の
年
ま
で
楽
し

く
生
き
て
こ
ら
れ
た
し
、や
っ
ぱ
り
、関
学
好
き
や

ね
ん
！　

　

編
集
委
員　

塚
本
惠
美
子（
Ｓ
43
文
）

旧
社
会
学
部
か
ら

新
社
会
学
部
の
建
物
へ

　

終
戦
よ
り
２
年
後
、新
制
学
部

へ
の
転
換
に
よ
り
、学
部
、学
生

の
増
加
が
急
激
に
進
み
、新
築
・

増
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。こ
の

時
期
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
の

多
く
は
、機
能
主
義
的
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
傾
向
に
沿
う
も
の
で
、継
承

よ
り
は
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
導

入
が
図
ら
れ
、１
９
６
０
年
代
に

建
て
ら
れ
た
社
会
学
部
・
理
学
部

な
ど
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
で

建
て
ら
れ
た
。中
央
図
書
館
の
裏

手
に
立
つ
社
会
学
部
の
建
物
は
、

機
能
性
に
は
優
れ
て
い
た
が
、ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
の
文
学
部
の
建
物
と
は
、か

な
り
異
質
な
感
じ
が
あ
っ
た
。

年
月
を
経
て
建
て
替
え
の
時
期

に
当
た
り
、再
び
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

空
間
、ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ス
タ
イ
ル
の
校
舎
に
建
て
替

え
ら
れ
、統
一
感
の
あ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
が
よ
み
が
え
っ
た
。

　

新
校
舎
に
は
、チ
ャ
ペ
ル
が
新

設
さ
れ
、共
同
学
習
室
や
劇
場
型

の
大
教
室
も
設
け
ら
れ
、学
生
の

学
習
意
欲
の
向
上
に
配
慮
し
た

空
間
を
多
く
設
け
て
い
る
。

　

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、新

築
で
あ
れ
、建
て
替
え
で
あ
れ
、

　ウイリアム・メレル・ヴォーリズは、
1880年アメリカ・カンザス州で生
まれた。コロラド・カレッジを卒業し、
1905年滋賀県近江の商業高校の英

語教師として来日した。２年後に解職されて一時帰国した
のち、再び近江の地に戻った。人懐っこい性格で、ユニーク
なキリスト教伝道のかたわら、建築設計の仕事を始めた。
彼は、建築家としてだけでなく実業家（近江兄弟社メンタ
ーム）としても活躍した。1919年、日本人女性一柳満喜子
（ひとつやなぎ・まきこ、神戸女学院OG）と結婚。1941年
戦時下に国籍を変え、日本人一柳米来留（メレル）となる。
　終戦後は、二つの母国の架け橋となって積極的な働きを
した。1964年、83歳の生涯を終えるまで、近江八幡市にと
どまりキリスト教伝道と社会教育、医療、学校教育などの事
業を続けた。
　彼が生涯貫いてきた生き方や設計理念は、クリスチャン・
ヒューマニズムであり、近江の地や日本をこよなく愛した人
物であった。

ウイリアム・メレル・ヴォーリズ
William Merrell Vories

関学キャンパスの設計者
改
築
で
あ
れ
、近
年
多
く
の
建
築
物
が
誕

生
し
て
い
る
。そ
の
間
に
、神
戸
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ（
１
９
９
５
年
）、宝

塚
に
初
等
部
を
設
置（
２
０
０
８
年
）、聖

和
大
学
と
の
法
人
合
併
、教
育
学
部
設
置

（
２
０
０
９
年
）と
学
院
の
発
展
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、す
べ
て
ス
パ
ニ

ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
に
統
一
さ

れ
て
い
る
。

　

ど
こ
に
あ
っ
て
も
、ど
の
時
代
に
あ
っ

て
も
、守
り
伝
え
た
い
“M

astery fo
r 

Service
”の
精
神
を
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
見

事
に
具
現
し
て
く
れ
た
。こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
こ
れ
か
ら
も
維
持
・
管
理
・
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、学
院
、同
窓
の
使
命
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。



巻頭特集 設計者ヴォーリズの目指したもの

上ケ原キャンパスが
　　　     語りかけるもの
ヴォーリズキャンパスの「発展的整備」

関西学院院長 田淵 結

　

２
０
１
７
年
５
月
30
日
、日
本
建
築
学
会

賞
授
賞
式
が
東
京
で
行
わ
れ
学
校
法
人
関
西

学
院
、株
式
会
社
日
本
設
計
及
び
内
藤
徹
男
氏

（
元
日
本
設
計
代
表
取
締
役
）が「
伝
統
的
キ

ャ
ン
パ
ス
の
発
展
的
整
備
―
関
西
学
院
・
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ト
ー
タ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
」

に
よ
り
業
績
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。日
本

建
築
学
会
は
日
本
の
建
築
界
に
お
い
て
指
導

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
国
内
最
大
の
学
会
で

あ
り
、そ
の
学
会
賞
は
多
方
面
か
ら
高
い
注
目

と
評
価
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
は「
伝
統
的
キ
ャ

ン
パ
ス
の
発
展
的
整
備
」と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。最
近
私
も「
関
西
学
院
と
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
」（『
関
西
学
院
史
紀
要
』第
23
号
）の
な
か
で

触
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、「
関
西
学
院
と
い

え
ば
」と
い
う
問
い
に
、多
く
の
同
窓
の
方
々
は

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
時
計
台
を
中
心
と
す
る

中
央
芝
生
の
光
景
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典
の
統

一
イ
メ
ー
ジ
も
そ
う
で
し
た（
ラ
ン
バ
ス
先
生

に
よ
る
創
立
時
代
の
原
田
校
地
の
光
景
な
ど

は
全
く
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
）。そ
れ
だ
け

中
芝
～
時
計
台
が
定
着
し
て
い
ま
す
。こ
の
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誕
生
は
１
９
２
９
年
、３

年
後
に
大
学
開
設
を
目
指
し
て
の
新
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。そ
れ
か
ら
88
年
、現
在

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す
る
学
生
・
生
徒

数
は
移
転
時
の
7
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
の
校
舎
の
増
築
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
整

備
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、そ

れ
で
も
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
創

立
当
時
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、多

く
の
同
窓
先
輩
方
が
今
も
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
思
い
出
を
懐

か
し
く
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。そ
こ
に「
伝

統
の
発
展
的
整
備
」が
あ
る
の
で
す
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
設

計
は
聖
書
詩
篇
１
２
１
篇
１
節
の「
私
は
山
に

向
か
っ
て
目
を
上
げ
る
」（
口
語
訳
）に
も
と
づ

く
、正
門（
真
ん
中
）、中
央
芝
生（
中
央
線
）、時

計
台（
尖
塔
）、甲
山（
三
角
点
）を
一
直
線
で
貫
く

「
軸
線
」で
し
た
。そ
の
軸
線
を
挟
ん
で
右
手
が

宗
教
セ
ン
タ
ー
、神
学
部
、文
学
部
と
い
う
理

念
系
の
建
築
物
が
、左
手
は
学
院
本
部
、商
学

部
、経
済
学
部
と
い
う
社
会
の
現
実
に
直
接
関

係
す
る
建
物
が
、左
右
近
似
対
称
の
形
で
建
て

ら
れ
、正
面
に
は
知
の
総
合
と
し
て
の
図
書
館

が
位
置
し
、全
体
の
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
が
、

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
全
体
的
イ

メ
ー
ジ
は
今
も
ま
っ
た
く
変
わ
り
な
く
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

で
も
実
は
、中
央
芝
生
を
め
ぐ
る
建
物
は
徐
々

に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

何
よ
り
も
創
立
１
２
５
周
年
を
記
念
し
て

建
て
替
え
ら
れ
た
中
央
講
堂
、１
９
２
９
年
の

中
央
講
堂
の
写
真
と
比
較
す
る
と
建
物
正
面

は
古
い
講
堂
の
約
１
・
５
倍
の
大
き
さ
と
な
っ

て
い
ま
す
し
、内
装
や
機
能
な
ど
は
一
新
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
ほ
ど
大
き
な
建
物
で
は
な
い

に
し
て
も
、正
門
入
っ
て
す
ぐ
の
車
寄
せ
の
あ

る
法
人
本
部
棟
も
か
な
り
拡
大
さ
れ
て
い
ま

す
し
、そ
の
真
向
い
の
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

に
隣
接
す
る
吉
岡
記
念
館
は
、か
つ
て
の
宗
教

セ
ン
タ
ー
が
ほ
ぼ
平
屋
建
で
あ
っ
た
も
の
が
２

階
、一
部
３
階
建
と
な
っ
て
い
ま
す
。何
よ
り
も

大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
の
は
時
計
台
の
景
観

な
の
で
す
。つ
ま
り
時
計
台
の
背
後
に
新
大
学

図
書
館
を
建
設
し
、従
来
の
何
倍
も
の
蔵
書
を

誇
り
、基
本
的
に
全
面
開
架
式
を
原
則
と
す
る

地
下
２
フ
ロ
ア
、地
上
３
階
の
大
き
な
図
書
館

が
建
て
ら
れ
た
の
で
す
。と
こ
ろ
が
、そ
れ
だ
け

個
々
の
建
物
が
大
き
く
建
て
替
え
ら
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。同
窓
の
み

な
さ
ま
も
、「
関
学
は
変
わ
ら
へ
ん
な
」と
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
が「
発
展
的
整
備
」な
の
で
す
。

　

関
西
学
院
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
本
設
計

者
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
１
９
６
４
年
に
そ
の
生
涯
を

閉
じ
て
い
ま
す
。関
西
学
院
上
ケ
原
の
ラ
ン
バ

ス
記
念
礼
拝
堂
は
彼
の
最
後
の
作
品
の
ひ
と
つ

で
す
が
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
以
後
関
西
学
院
の
建
築

は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
事
務
所
か
ら
や
が
て
学
院

の
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
頃
、日
本
設
計

に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
指
導
を
さ

れ
た
の
が
内
藤
徹
男
氏
で
、内
藤
氏
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
が
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
込
め
た
設
計
理

念
の
た
め
に
、ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

源
流
と
な
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
踏
査
さ
れ
、

ま
た
軸
線
構
造
な
ど
へ
の
深
い
研
究
を
さ
れ
た

上
で
、そ
れ
以
後
の
建
物
、主
要
な
も
の
を
挙
げ

れ
ば
新
学
生
会
館
、Ａ
号
館
か
ら
は
じ
ま
る
大

学
講
義
棟
、高
中
部
校
舎
・
礼
拝
堂
な
ど
を
設

計
さ
れ
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
神
戸
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
、西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
、宝
塚
の
初
等
部

に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
上
ケ
原
キ

ャ
ン
パ
ス
の
み
が
審
査
対
象
で
し
た
が
、本
来

は
現
在
の
関
西
学
院
に
共
通
す
る
建
物
の
イ
メ

ー
ジ
を
対
象
と
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
、

と
さ
え
思
え
ま
す
。


